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第１章  個別施設計画策定の背景、目的と位置づけ 

 

１－１ 背景と目的 

 

 本町では、厳しい財政状況が続く中、公共施設等の老朽化が進んでいるた

め、維持補修費の集中的増大に直面することが予想されます。 

 今後においては、急速に進行する少子高齢化・人口減少や財政状況等を踏ま

えながら、長期的な視点をもって計画的に施設の更新や統合・廃止等進めてい

く必要があります。 

 そのような背景から本町における公共施設等の適正配置や効果的・効率的な

運営の方向性を示すべく、平成 29 年 3 月に忠岡町公共施設等総合管理計画

（以下、「公共施設等総合管理計画」という。)を策定したことを踏まえ、同計

画に基づく施設ごとの取組方法等を示す計画（以下、「個別施設計画」とい

う。）を策定するものです。 

 

１－２ 個別施設計画の位置づけ 

 

 個別施設計画は、上位計画である公共施設等総合管理計画の内容に即し、他

の関連計画や財政運営との整合を図ります。 

 

【図表 個別施設計画の位置づけ】 
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第２章  子育て支援施設個別施設計画の対象施設、計画期間 

 

２－１ 対象施設 

 

 本計画の対象施設は、公共施設等総合管理計画における施設分類の子育て支

援施設とします。 

 個別施設としては、忠岡地区において平成 31 年４月より忠岡幼稚園と忠岡

保育所を統合して、民設民営による公私連携幼保連携型認定こども園ピープル

忠岡チャイルドスクールが開園しました。 

 現在、公設公営で管理をする子育て支援施設としては、東忠岡地区におけ

る、東忠岡幼稚園及び東忠岡保育所のみとなっております。 

 また、こども園化により用途廃止した（旧）忠岡幼稚園の園舎については、

今後、転用化を実施する予定ですが、併せて長寿命化を図るなどの対策が必要

であることから、本計画に掲載しますが、（旧）忠岡保育所については、現在

解体撤去中であることから、本計画においては公共施設の管理面積が減少する

ものとして掲載します。 

以上の観点から本計画における対象施設については東忠岡幼稚園、東忠岡保

育所並びに（旧）忠岡幼稚園とします。 

 

２－２ 子育て支援施設個別施設計画の対象期間 

 

 本計画の計画期間は、令和元年度から令和８年度までの８年間とします。公

共施設等総合管理計画の計画期間である平成 29 年度から令和 28 年度までの 3

期に分け、本計画は、その第１期分とします。 

【図表 計画期間】 

    【公共施設等総合管理計画】 

 

 

 

 

【子育て支援施設個別施設計画】 
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Ｈ29年度～R28 年度 

第１期 

H31～R8 年度 

 

第２期 

R9～R18 年度 

第３期 

R19～R28 年度 



 

 

 

第３章  子育て支援施設を取り巻く現状と課題 

 

３－１ 行政サービスの概要 

 

東忠岡幼稚園 

  ３歳児から小学校就学前までの幼児を教育し、年齢に相応しい適切な環境

を整え、心身の発達を助長するための施設。 

 東忠岡保育所 

  保護者が働いているなどの何らかの理由によって保育を必要とする児童を

預かり、保育する施設。 

   保育時間；７:30～18:30（延長保育時間 18:30～19:30） 

（旧）忠岡幼稚園 

  本来の幼稚園としては閉園となっており、転用について、今後検討してい

きます。 

 

３－２ 施設整備の概要 

 

本町が管理する子育て支援施設は、東忠岡地区にある東忠岡幼稚園と東忠岡

保育所の１園１所、並びに現在は閉園となっている(旧)忠岡幼稚園と(旧)忠岡

保育所となっています。 

 

施 設 名 
築年数 

（平成 31 年 3月地点） 
延床面積 今後の見通し 

東忠岡幼稚園 42 年 1,524.52 ㎡ こども園とし

て統合するこ

とで、大幅な

面積の減少が

見込まれる。 

東忠岡保育所 45 年(ただし増築

部分を除く) 
1,699.25 ㎡ 

(旧)忠岡幼稚園 42 年 
1,366.52 ㎡ 

別用途に転用

予定。 

(旧)忠岡保育所 43 年 

1,091.18 ㎡ 

施設として

は、令和元年

度中に取り壊

し。 
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３－３ 老朽化の状況 

 

幼稚園・保育所ともに町立の施設は、建築後４０年以上が経過し、毎年多額

の修繕料が必要となっています。具体的には、雨漏りについては全ての施設に

おいて複数箇所で発生しており、保育室や遊戯室についても床や壁の損傷など

も目立ってきております。また、特に東忠岡幼稚園の水道管については鉄管を

採用していることから、錆の発生が著しく、漏水や詰まりなどが頻繁に発生し

ている状況です。 

また、東忠岡保育所については昭和 48 年に建築後、平成５年に増改築を実

施しているため、各保育室の大きさが統一されておらず、現状の保育ニーズに

合わせての教室の確保が難しい状況となっており、日々の使用において不具合

が多くあり以前から問題視されていました。 

以上のことから、修繕料などの財政的な負担はもとより、教育・保育を行う

うえで少なからず支障をきたしております。さらに、平成２７年度に実施した

耐震診断の結果を踏まえ、出来る限り早い時期に耐震補強並びに大規模改修工

事などの必要があります。 

 

３－４ 管理運営の状況 

  

東忠岡幼稚園：公設公営 

 東忠岡保育所：公設公営 

 

３－５ 人口動向等施設に影響を与える要因の概要 

 

東忠岡幼稚園の現状と課題 

幼稚園の園児数については、子ども人口の減少に伴って年々減少を続けてい

ます。集団教育・集団活動を学び、生きる力を育むために今後どのように対応

していくかが課題となっています。 

 

東忠岡保育所の現状と課題 

幼稚園に対し保育所への入所希望は、女性の社会進出に対する意識変化や社

会経済状況の変化などによる共働き世帯数の増加、子ども・子育て支援新制度

に伴う保育要件の変更などにより増加しています。これまでも、待機児童の解

消に向け、非正規職員の配置などによる受入れ枠の確保に取り組んだ結果、平

成２３年４月以降、待機児童ゼロを継続してまいりましたが、平成２９年度途

中から保育士不足のために待機児童が発生し、翌３０年度においても待機児童 
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が発生するといった事態に陥っており、早急に待機児童の解消が求められてお

ります。 

また、保育ニーズの増加や多様化に伴って、保育所に求められる内容も複雑

になっている中で、どのように子どもの健やかな育ちを保障するかが課題にな

っています。 

 

（旧）忠岡幼稚園並びに（旧）忠岡保育所の現状と課題 

 上記の東忠岡幼稚園並びに東忠岡保育所とほぼ同様の課題がある中で、平成

31 年３月末をもって、両園を閉鎖し、公私連携幼保連携型認定こども園ピープ 

ル忠岡チャイルドスクールが４月から開園となりました。民間の力を活用する 

ことで、保育士不足にも対応ができ、２年ぶりに待機児童の解消が出来たとこ

ろです。 

 なお、（旧）忠岡保育所については現在解体撤去中であり、令和元年度中に

は施設自体がなくなることとなります。また、（旧）忠岡幼稚園については、

今後、耐震化をするとともに大規模改修工事を実施し、他用途への転用を検討

しているところです。 

 

第４章  対策優先順位の考え方(優先順位の考え方と施設評価) 

 

４－１ 優先順位の考え方 

 

 これまで述べてきた通り、平成 31 年４月から忠岡地区において（旧）忠岡

幼稚園と（旧）忠岡保育所を統合し、民設民営によるこども園が開園したこと

により、残るは、東忠岡地区における東忠岡幼稚園と東忠岡保育所のみとなっ

ています。 

 しかしながら、本町は日本一面積が小さい町であり、地区については忠岡地

区と東忠岡地区の２つに分かれていますが、様々な施策については、同様の措

置を保護者より求められることから、東忠岡地区においても出来るだけ早い時

期に認定こども園化が必要であると考えており、現在、平成 31 年度（令和元

年度）中に実施設計を、令和２年度に工事着工が出来るように進めておりま

す。 

 （旧）忠岡幼稚園については、閉園となった施設であります。転用化を実施

する予定ですが、詳細については今後検討する予定としています。 

 

 

 

-５- 



 

 

４－２ 対策の優先順位付けの考え方に基づく施設の評価方法 

 

 本町は、町域が狭く、忠岡地区及び東忠岡地区の２地区しかない自治体であ

ります。（旧）忠岡幼稚園と（旧）忠岡保育所については、平成 31 年 4 月より

民設民営によるこども園として開園している状況であります。 

東忠岡地区については、東忠岡幼稚園・東忠岡保育所ともに建築後 40 年以

上が経過し、老朽化が著しい施設となっております。また「（仮称）東忠岡地

区認定こども園整備基本計画」により、公設公営で新設によるこども園化が計

画されていることから、施設の評価については割愛するものとしました。 

 

第５章  対策内容と実施時期（実施計画） 

 

５－１ 対策内容 

 

 ４－２においての記述の繰り返しとなりますが、東忠岡幼稚園及び東忠岡保

育所については公設公営でのこども園を新設するものとします。 

 また、２施設を集約化するため、こども園の延べ床面積は 700 ㎡が減少する

ものと見込まれます。 

 さらに、（旧）忠岡保育所については現在解体撤去中であり、令和元年度中

には 1,091.18 ㎡が減少することとなります。また、（旧）忠岡幼稚園について

は、今後、耐震化をするとともに大規模改修工事を実施し、他用途への転用を

検討しているところであります。 

  

５-２実施時期（実施計画） 

 

 令和元年度に基本設計及び実施設計を策定する予定で、同時に境界画定業務

についても実施する予定です。（東忠岡地区） 

 （旧）忠岡幼稚園については、現時点では時期等は未定ですが、町の財政状

況等を勘案しながら出来るだけ早期に転用を図って参ります。 

  

５－３ 工程表及び対策費用 

 

 令和２年度に工事開始、最終的な完成は令和４年度を目指します。 

 総工事費（設計代を含む）については、約８億円と試算しています。 

 令和３年度から令和８年度については、新築の段階であり年間の修繕経費を

50 万円と見込んでいます。 
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第６章  今後の方針と本計画の実現に向けて 

 

６－１ フォローアップの実施方針 

 

 本計画を着実に推進していくためには、以下の PDCA サイクルに基づき、継

続的に計画の評価・見直しを行いながら推進していきます。 
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ＰＬＡＮ（計画） 

個別施設計画の策定・見直し 

ＡＣＴＩＯＮ（改善） 

建物状況、利用状況、財政状

況等から改善を実施 

ＣＨＥＣＫ（検証） 

財政面、安全面等から実施の

結果を検証し、課題を抽出 

ＤＯ（実施） 

個別施設計画に沿った、 

改修等の実施 


